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令和８年１月
第136号

（公社）栃木県米麦改良協会
宇都宮市平出工業団地9番地25

☎（028）616ー8700

新年明けましておめでとうございます。
皆様方におかれましては、希望に満ちた新
年をお迎えのことと、心よりお慶びを申し
上げます。

昨年を振り返ってみますと、政府は４月
に「食料・農業・農村基本計画」を閣議決
定し、初動５年間を農業の構造転換に向
け、各種施策を集中的に講ずるとしまし
た。生産現場では、物価高騰による生産資
材価格の高止まりや、地球温暖化の影響、
多発化する農業災害など、多くの地域で営
農の継続に課題を抱えています。

また、「令和の米騒動」などと言われる
ように、米の品薄状態が続き米の価格や安
定供給について、国民の関心が高まった１
年でもありました。我々農業団体は、農業
者が安心して営農を継続できるよう生産資
材の価格高騰への対応や、再生産に配慮し
た適正な価格形成に向けて運動を展開する
とともに、需要に応じた米生産に努め、消
費者の皆さまに安定して農畜産物が供給で
きるよう取り組んでまいります。

種子生産におきましては、主食用米価格
の高騰を受け、急遽、稲種子の買い上げ価
格を見直しました。

このように、種子生産は、異常気象や需
要の変動、国の制度変更などの環境変化が
激しくなる中においても、1年先の種子需
要を見越した安定生産を図らねばなりませ
ん。

協会といたしましては、県や種子場（たね
ば）農協との連携を一層密にし、これまでの
経験や既存の方法に囚

とら

われることなく、柔
軟な発想と現場主義をモットーに、種子生
産の皆様方が安心して経営に取り組めるよ
う、そして県内に優良種子を安定して供給
できるよう、全力で取り組んで参ります。

今年一年が皆様方にとりまして、幸多い
年となることを心からご祈念申し上げ、新
年のご挨拶とさせていただきます。

　　　　　　 新年のごあいさつ

（公社）栃木県米麦改良協会 代表理事会長　国府田　厚志
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公益社団法人栃木県米麦改良協会並びに会
員の皆様には、日頃から本県農政の推進につ
きまして、特段の御理解と御協力を賜り、厚
く御礼申し上げます。

本県の農業は、広大な農地と豊かな水資
源、大消費地である首都圏に位置している立
地条件などの強みを生かして、土地利用型作
物の規模拡大や施設園芸の高度化、露地野菜
の生産拡大などが展開され、成長産業として
着実に発展してきました。

しかしながら、今日の農業・農村は、担い
手の減少や高齢化、気候変動による自然災害
の頻発・激甚化に加え、昨今の米の需給の不
安定化など、様々な課題を抱えております。

このような中、国では新たな「食料・農
業・農村基本計画」を今年４月に策定し、今
後５年間で農業の構造転換を集中的に推し進
め、持続的な発展を目指すこととし、特に水
田政策の大幅な見直しを通じて、米や麦・大
豆の生産性向上や食料自給力の確保を図るこ
ととしています。

本県においては、栃木県農業振興計画「と
ちぎ農業未来創生プラン」の最終年度を迎
え、プランの総仕上げとして各種施策に積極
的に取り組むとともに、情勢変化を的確に捉
えながら、地域が元気に輝く農業・農村の実
現に向け、実効性の高い次期計画を策定し、
未来に向けてしっかりとバトンをつなぐ施策
を展開して参りたいと考えております。

特に、農地の８割を水田が占める本県に
とっては、収益性の高い水田農業の実現が重
要であることから、「栃木の需要に応じた水
田農業実践プラン」に基づき、需要が見込ま
れるマーケットに的確に対応した米づくりを
進めるとともに、国産シェア拡大が求められ
ている麦・大豆の生産拡大を推進していると
ころです。

このため、県では「栃木県奨励品種の優良
な種苗の安定供給に関する条例」に基づき、
貴協会を始めとした関係者の皆様とともに、
農業生産の根幹となる優良な種苗の確保に努
めております。

きめ細かな管理と高い技術が求められる種
子生産の現場は、現在、採種農家の減少や
高齢化、種子センターの老朽化といった多く
の課題に直面していることに加え、高温耐性
品種「とちぎの星」への転換などに対応する
ための種子の生産と供給体制の構築が求めら
れています。県といたしましても、貴協会並
びに会員の皆様と連携し、需要を踏まえた品
目・品種の種子の確保に向けて取り組むとと
もに、新たな種子生産者の確保・育成を進め
て参ります。

今後も種子の安定的な生産・供給体制に向
けた支援をして参りますので、農業者を始
め、市町、農業団体等の関係者の皆様のより
一層の御理解・御協力をいただきますよう、
よろしくお願いいたします。

　本県農政の展開方向と
　　優良種子の生産について

栃木県農政部長　廣川　貴之
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１．令和７（2025）年稲作の概要
（1）気象及び水稲の生育経過
○気象傾向

令和７（2025）年の気象の傾向は、令和６
（2024）年と同様に春から秋にかけて気温が高く
経過し、特に６～８月は1946年の統計開始以
降、北・東・西日本で最も高くなりました。県
でも、６、７月の平均気温が更新されるなど非
常に高温になりました。

このため、全国的に米の品質が低下し、令和
７（2025）年産水稲の１等米比率は10月末現在で
76.8％と前年より低くなりました（前年同時期
77.1％）。栃木県においても１等米比率は89.4％
と全国平均に比べ高い水準ではあるものの、３
年連続90％を下回っています。

○水稲生育
〈育苗期・移植期〉

育苗期間中の高温の影響で、発芽不良、苗立
枯病の発生が一部で確認されましたが、全体的
には良好な生育でした。

移植後は気温が高く経過し、活着は概ね良好
でした。一部で除草剤による薬害が発生しま
したが、早期に回復し、その後の影響はほと
んど見られませんでした。５月26日調査（生育
診断基本調査（品種：コシヒカリ）、以下同）で
は、前年と比較して（以下調査結果は前年との
比較）、草丈は長く、茎数は多く、葉色はやや
濃くなりました。

農業総合研究センター調査の分げつ発生率
は、第２節分げつが低く、第３節分げつが高く
なりました。
〈生育初期〉

５月下旬が低温寡照になりましたが、６月上
旬の気温は高く経過し、生育は前年並み～やや
進みました。

６月９日調査では、草丈はやや長く、茎数は
やや少なく、葉色は濃くなりました。葉いもち
病の発生について、６月10、11日に県内各地で
BLASTAMによる感染好適条件となりました
が、広がりは確認されませんでした。
〈最高分げつ期～出穂期〉

６月中旬以降は気温が高く、日照時間が多く
経過し、前年並みの生育となりました。

６月23日調査では、草丈は長く、茎数は少な
く、葉色は同等となりました。

７月７日調査では、草丈は長く、茎数は少な
く、葉色はやや淡くなりました。梅雨期間中の
降水量が少なく、水不足が懸念されましたが、
極端な水不足は発生しませんでした。

早植えコシヒカリの出穂期の平均は７月23日
で、観測史上最速だった、令和５、６年と同時
期で極めて早い出穂期となりました。

令和７年産の水稲作の概要と
令和８年産水稲の生産技術対策について

栃木県農政部経営技術課

図　令和７（2025）年　気象経過（宇都宮AMeDAS）
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○収量・品質
本県の令和７年産水稲の収量（生産者が使用

しているふるい目幅（1.85㎜）ベース）は、「前年
並み（対前年比100）」となりました。これは、分
げつ期に当たる５月下旬及び６月中旬が多雨、
寡照であったことから穂数がやや少なくなった
ものの、幼穂形成期に当たる７月上・中旬の天
候が順調に推移したことにより１穂当たりもみ
数がやや多くなったことから、全もみ数（穂数
×１穂当たりもみ数）は「前年並み」となり、ま
た、千もみ当たり収量は、出穂期以降、おおむ
ね多照で推移したことから「前年並み」となりま
した。

表　10月末現在の栃木県の農産物検査結果（速報）

年産 品種 比率（%）
1等 2等 3等 規格外

令和７年
うるち米全体 89.4 9.3 1.0 0.3
コシヒカリ 90.7 8.6 0.6 0.1
とちぎの星 92.6 6.4 0.7 0.2

令和６年
うるち米全体 89.2 9.5 1.1 0.2
コシヒカリ 90.1 9.2 0.6 0.1
とちぎの星 90.2 8.3 1.4 0.1

10月末時点のうるち米の１等米比率は89.4％
と、登熟期間の高温の影響により、令和５年以
降３年連続90％以下となりました。２等以下の
格付け理由の主なものは、白未熟粒でした。前
年に県南地域で問題となった、イネカメムシに
よる着色粒については、カメムシ防除作戦の取
組等により防除が徹底されたため、発生が抑制
されました。

写真　正常粒と高温による白未熟粒

図 コシヒカリ生育データ（７月22日調査）

図　水稲の作柄表示地帯別10a当たり収量
（12月12日公表、農林水産省）
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２． 令和８（2026）年産水稲生産技術対策
生育期間の高温による被害を抑制し、安定し

た稲作を継続するためには、全天候型の稲作技
術を展開する必要があります。そのためにも、
次の事項に留意しながら水稲の栽培を行いま
しょう。

（1）高温時の水管理
特に、出穂期～出穂後20日間の日平均気温が

26℃を超えると白未熟粒の発生が多くなりま
す。また、この時期に用水が不足すると被害
が拡大しますので、間断かん水を基本とした水
管理を行い、特に高温が予想される時には、夜
間かん水等により水温が低くなるように管理を
行ってください。また、早期落水を避け、出穂
後30日までは間断かん水を継続し、品質確保に
努めてください。

（2）生育に応じた追肥
出穂期以降に稲体の窒素が不足すると、白未

熟粒の発生を助長します。
出穂期の葉色が淡くなると品質が低下するの

で、出穂前５日くらいに葉色を確認し、葉緑素
計（SPAD）の値が34（葉色板で３）を下回ってい
る場合、窒素成分で２～３kg/10a追肥を行う
ことで品質の維持につながります。

（3）「とちぎの星」の作付推進
高温登熟性に優れ、品質が安定する「とちぎ

の星」の作付を検討してください。
「とちぎの星」は、近年の高温下でも高い１等

米比率を確保できました。さらに、縞葉枯病抵
抗性を持ち、発生地帯でも安定した栽培ができ
ます。

（4）斑点米カメムシ類の防除
令和６年産で問題となったイネカメムシによ

る被害は、適期防除の徹底により少なくなりま
した。今後は、越冬量調査、発生予察情報等を
参考に発生が確認された場合には、図を参考に
出穂期及び出穂後７～ 10日の２回防除を徹底
してください。また、大きな被害がなかった地
域での発生も懸念されることから、情報に基づ
く防除を行ってください。

（5）適期刈取りの徹底
出穂後10日間の最高気温が高く経過すると玄

米の構造が脆弱となり、胴割米が発生しやすく
なります。特に、帯緑色籾率10 ～３％の適期
を過ぎると発生率が高くなります。ほ場を良く
観察して刈遅れることがないように収穫作業を
進めてください。

写真　イネカメムシ（左：成虫、右：幼虫）

写真　イネカメムシによる基部斑点米

図 イネカメムシの防除体系

図　出穂期葉色と整粒率の関係
（栃木県農業総合研究センターニュース（2024.5）より）
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令和８年産用稲種子の生産・需要動向（備蓄増減）

品種名

確保量（R8.2） 販売見込 繰越備蓄見込

令和７年
種子生産 備蓄 

C（t）
県外委託 

D（t）

（t） 
確保合計 

①＝
B+C+D

（t） 
※R7.12/10

現在 
②

（t） 
数量 
③＝
①-②

（%） 
需要シェア率 

③/②
契約 
A（t）

実績 
B（t）

前年実績

コシヒカリ 832 832 198 0 1,030 875 155 18 23 

とちぎの星 435 522 121 0 643 552 91 16 22 

あさひの夢 205 205 68 0 273 132 141 107 52 

なすひかり 43 43 13 0 56 47 9 19 28 

夢ささら 1 1 1 0 2 1 1 51 65 

きぬはなもち 14 17 0 0 17 17 0 0 0 

月の光 
（飼料用米多収品種）

77 77 102 0 179 6 
（前年：90）

173 2,883 1,700 

夢あおば 
（飼料用米多収品種） 0 0 236 0 236 3 

（前年：49） 233 7,767 7,867 

合計 1,608 1,697 739 0 2,436 1,633 803 49 45 

※販売見込はJA全農とちぎとの協議を踏まえ設定。

・「とちぎの星」の備蓄は減少。
・「あさひの夢」の備蓄が大幅増加。
・飼料用米多収品種は販売大幅減少。

○販売シェア率目安
　・県オリジナル品種：30
　・一般品種：20
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令和８年産稲種子生産計画
　令和７年12月10日に開催された「令和８年産稲種子生産計画会議」において、下表のとおり
生産計画が承認されました。（とちぎの星は増産、あさひの夢は減産）

ア、品種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ha、ｔ）

品種名 数量
（t）

前年増減
（t）

前年対比
（%）

産地での推進面積
（ha）

前年増減
（ha）

コシヒカリ 832 0 100% 208 0

とちぎの星 621 186 143% 135 36

あさひの夢 48 ▲ 157 23% 11 ▲ 36

なすひかり 46 3 107% 11 0

夢ささら 1.7 0 170% 0.4 0.0

きぬはなもち 23 9 164% 6 2

水稲計 1,572 42 103% 371 2

※令和８年産以降、飼料用米多収品種の種子生産には取り組まない。

イ、種子場別

JA名 品種名
数量（t） 産地での推進面（ha）

令和８年産 前年増減 前年対比 令和８年産

なすの（黒羽） コシヒカリ 590 0 100% 147

なすの（大田原） 夢ささら 1.7 0 142% 0.4

計 592 0 100% 147

なす南 コシヒカリ 242 0 100% 61

しもつけ

とちぎの星 475 36 161% 103

あさひの夢 48 ▲ 36 23% 11

きぬはなもち 23 2 164% 6

計 546 2 106% 120

はが野 とちぎの星 146 0 105% 32

しおのや なすひかり 46 0 107% 11

水稲計 1,572 2 103% 371

（有機栽培種子）

法人名 品種名
数量（t） 産地での推進面（ha）

令和８年産 前年増減 前年対比 令和８年産

民間稲作研究所 コシヒカリ 1.7 0.0 100% 1.0
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令和８年産米の生産・集荷・販売に向けて
全農栃木県本部　米麦部

１．はじめに
日頃より本会米麦事業につきまして、多大な

るご理解・ご協力を賜り厚くお礼申し上げま
す。

さて、令和７年産主食米は、国が基本指針に
おいて、令和７年産主食用米等生産量を令和６
年産同水準の683万トンと示しました。本県に
おいては、生産量の過剰な増加によって、価格
が下落しないようにするため、引き続き需要に
応じた生産が必要としつつも、需要は増加して
いるとし、令和6年12月24日の第2回県農業再生
協議会通常総会において、令和７年産主食用米
の作付け参考値を、令和６年産作付け参考値
+5,792haの50,444ha（前年実績+1,444ha、前年
実績比+2.9％）に設定し、市町農業再生協議会
宛てに提示しました。

令和７年産米においては、ＪＡグループ栃木
として、再生産価格を岩盤とした機動的なＪ
Ａ概算金の設定および見直しが可能となる仕
組みを構築し、ＪＡ・全農が一体となった共同
計算米を基本とした集荷に取り組むこととしま
した。また、集荷回復を令和７年産米の最重要
課題として捉え、全農とちぎ米麦部職員による
生産者への推進をこれまで以上に強化していく
ため、専任職員4名を新たに配置し、ＪＡと同
行推進による生産者巡回を進めることとしまし
た。

令和７年産米を取り巻く需給環境は、生産量
の大幅な増加や政府備蓄米の放出、輸入米の増
加により、需給均衡状態から緩和に向かいつつ
あります。また、令和8年6月末の民間在庫量に
ついては、214～228万トン（前年+59～73万ト
ン）となり、令和８年産米において、需給環境
は大幅に緩和すると推測されます。

需給緩和による米価の大幅な下落を避けるた
め、令和８年産米は、引き続き「需要に応じた
生産」を継続する必要があります。

全農栃木県本部では、需給状況と消費動向を
注視するとともに、生産現場における資

材価格の高止まりと規模拡大・後継者育成の
観点もふまえた再生産価格を実現するため、適
正な販売価格を目指してまいります。

２．令和７年産米の作柄概況
全国における主食用米の作付け面積は136

万7,000ha（前年比+10万8,000ha）となりまし
た。一部の地域で 5月上旬から６月中旬にかけ
ての気温や日照時間が前年を下回る地域があっ
たものの、多くの地域で総じて天候に恵まれた
ため、10a当たり予想収穫量（生産者が使用し
ているふるい目幅ベース）は、526㎏で前年産
に比べ7㎏増と見込まれています。なお、ふる
い目幅1.70mmベースの主食用米の予想収穫量
は746万8千トン（前年比+67万6千トン）と見
込まれております。

本 県 に お け る 主 食 用 米 の 作 付 面 積 は 、
58,100ha（前年比+9,100ha）となりました。
おおむね天候に恵まれたことにより、10a当た
り予想収穫量（生産者が使用しているふるい
目幅（1.85mm）ベース）は521㎏（前年比±0
㎏）と見込まれています。なお、ふるい目幅
1.70mmベースの主食用米の予想収穫量は、31
万6,600トン（前年比＋3万4百トン）と見込ま
れております。

３．令和７年産米の集荷・販売状況
「令和７年産米生産・集荷・販売方針」及び

その具体策に沿って、実需者への年間を通じた
安定供給責任を果たすため、再生産価格を岩盤
としたＪＡ概算金を設定し、ＪＡ・全農が一体
となった共同計算米を基本とした集荷に取り組
みました。しかしながら、7月下旬頃から、全
国的に記録的な少雨による水不足やイネカメム
シの大量発生、高温障害での白未熟粒発生率の
増加による精米歩留まりの悪化等を懸念した集
荷業者が、活動を活発化しました。これらの県
内外の集荷業者との集荷競争が激化し、全農へ
の主食用米の販売委託数量は７万1千トンと前
年実績を上回っているものの、水田活用米穀を
合わせた合計の集荷数量では、前年を下回る厳
しい集荷状況となっています。

販売面では、政府備蓄米の放出や輸入米の増
加によるひっ迫感の解消の影響を受け、需給環
境は急激な変化を見せています。しかし、次年
産以降の集荷確保の観点からも、一円でも高い
精算金を生産者にお返ししていくための販売価



−8− −9−

格実現に向け、各販売先と協議を行うととも
に、早期販売・早期出庫の推進を実施していま
す。

また、とちぎ米の更なるブランド化を推し進
め、家庭用精米の販売シェアを拡大するととも
に、業務用需要に向けた安定供給を行うこと
で、環境変化に左右されないバランスの良い販
売を進めています。特に、大消費地に近く安定
した物流・納品が可能な栃木の優位性を活かす
ため、首都圏を中心とした業務用実需者の確保
や家庭用精米での新規採用・定番商品化による
販売拡大に向けて推進を継続します。

消費宣伝・販売促進活動では、Ｗｅｂ媒体を
活用した広告宣伝と、その広告宣伝に連動した
キャンペーン等を展開することにより、イン
ターネット販売サイト（ＪＡタウン・Amazon
等）での販売拡大に取り組みます。

また、栃木米アンバサダーＵ字工事を活用
し、県内に加え首都圏等消費地を中心とした販
売に向けて認知度向上対策を強化して取組みま
す。

４．令和８年産米をめぐる情勢
令和８年産米の作付けは、需給緩和による

米価の大幅な下落を避けるため、引き続き
「需要に応じた米づくり」に取り組む必要が
あります。

国の指針では、令和７/８年産主食用米等の
需要量は、697～711万トン（前年▲2～16万ト
ン）と見込まれています。また、令和７年産主
食用米等生産量については、747万トン（前年
比+68万トン）と大幅な増加が見込まれていま
す。これらを踏まえ、県農業再生協議会と連
携し県及び市町別の作付け参考値（面積）を設

定・提示していく予定です。

5．令和８年産米生産・集荷・販売の取組み
令和８年産米生産・集荷・販売については、

令和7年12月に策定した「令和８年産米にかか
る基本方針」や、「令和８年産米生産・集荷・
販売方針」に沿って取組みます。

令和８年産米についても、「需要に応じた生
産」を進め、ＪＡグループ栃木として販売先へ
年間を通じた安定供給責任を果たしていく必要
があるため、令和８年産米においては、主食用
米の確実な集荷確保に向けて、ＪＡ未利用・低
利用生産者や集落営農法人からの集荷によりＪ
Ａグループ栃木のシェアを拡大し、実需から求
められる銘柄・数量の安定供給を図ります。

また、世界的な環境負荷低減に向けた動きへ
の対応として、水稲栽培において温室効果ガス
の削減に効果があるとされる中干し期間の延長
について、収量や品質への影響がないか、令和
６～７年度にわたり調査圃を設定・検証してき
ました。結果として、圃場の特徴によって差が
生じるため、中干しを延長する場合は圃場環境
を考慮した上で実施することが重要ではあるも
のの、2年間の調査で中干し期間の延長の有無
による収量と品質の結果には、大きな差は認め
られませんでした。また水田の中干し期間の延
長については、国が認証し、取引を可能とする
「Ｊクレジット制度」に認証されました。これ
から実際にこの制度に取り組むＪＡを支援出来
るよう、申請を円滑に進めるためのマニュアル
を今後周知してまいります。

引き続き、皆様方のご理解・ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。
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―大豆生産情勢―
JA全農とちぎ　米麦部

１．令和６年産 大豆の作付け動向について
令和６年産の本会全国大豆集荷数量は約185千トン（前年比97.3％）となった。
北海道は天候に恵まれ豊作、東日本は平年並みの収量であったものの、北陸・近畿以西で高温や虫

害により収量が大きく低下した。
栃木県では作付面積2,135ha（前年比97.6％）、集荷実績2,476トン（前年比88.4％）となった。播種や

開花期は、平年並みに進んでいた。しかし、８月後半から台風の影響を受け、日照時間の減少と降水
量が増加した。また、カメムシ類の影響を受け、吸汁害、しわ粒、紫斑粒等の被害粒の発生が目立っ
た。６年産以降の全国的な作付面積維持と生産回復を見据え、長期的に栃木県の需要を確保するた
め、引き続き豆腐加工品や納豆などの分野を中心に契約栽培取引等の拡大に努めていく。

■栃木県産大豆の面積及び集荷数量の推移（JA全農とちぎ集計）

２．全国の主要品種動向（上位 10 品種）
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種子リーダー研修会を開催しました

７月24日～25日に複数品種を取り扱う、JAとなみ野稲種センター（富山県）での視察研修を開
催しました。（種子産地リーダー等16名が参加）

◆JAとなみ野稲
とう

種
しゅ

センター
○施設概要

旧施設の老朽化に伴い旧庄川地区種子センターの役割を
引き継ぐ形で令和５年９月に完成しました。コシヒカリを
中心に約30品種を生産。令和6年産の生産数量は2,357トン
と、栃木県の約1.5倍にあたります。

○作業の自動化
旧施設では人員不足が課題となっていたことから、作業

負担の軽減を目的にパレタイザーや自動倉庫システムが導入されています。
  

  
◆複数品種取り扱いのノウハウ

〇センターの設計
センター内の階層は２階までで構成されており、機器類の間は十分なスペースが確保されて

いるため移動にも余裕がありました。掃除すべき場所が点在しないため効率的な掃除が可能
で、品種切替時の掃除も3日間（3人で対応）で完了するなど、「掃除のしやすさ」に重点を置
いた設計になっています。

〇生産現場での取り組み
収穫前には、JAとなみ野稲種委員会（各地区の生産者・認定農業者・農協役員で構成）が

主催する秋作業研修会が開催されます。混種を防ぐため、コンバインなどの清掃点検を徹底し
ている点が特徴です。

JAとなみ野稲種センター

パレタイザー 自動倉庫システム
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（公社）米　麦　改　良　協　会　情　報



稲種子生産者価格の見直しについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　経過
・稲種子生産者買上げ価格は、これまで国の統計資料「稲作生産費」等を基準に設定してきた

が、ＪＡ米（主食用うるち米）概算金の急騰により種子価格とＪＡ米価格の逆転現象が起こ
るなど種子生産者から価格増等の要望が出されていました。

・農薬等の経費増大（イネカメムシ・赤カビ等）等も踏まえ、種子産地の持続的発展の観点か
ら、稲種子生産者価格の算定方法を見直しました。（R7.9）

・これまでの方法は、下限価格の算出とし、新たにＪＡ米概算金（一般作）の10a当り9俵売上
の120％が確保できるよう設定します。　

　12月に示していた買上げ価格は、概算金が公表された後に通知します。

○直近６ヶ年種子生産者価格及びＪＡ米概算金の推移（※10aあたりの売上）
 

２　稲種子生産者買上げ価格
○令和７年産価格（※JA米概算金 コシヒカリ31,000円）

区　分 令和７年産価格 令和６年産価格 前年対比
インボイス 適　用 14,500（円/20㎏袋） 8,012（円/20㎏袋）

181％
インボイス 非適用 14,200（円/20㎏袋） 7,866（円/20㎏袋）

○令和８年産価格試算
ＪＡ米概算金（仮） 買上げ価格 備考

25,000（円/俵） 11,500（円/20㎏袋）
20,000（円/俵）  9,100（円/20㎏袋）

・・・ ・・・
14,800（円/俵）  6,700（円/20㎏袋） 下限価格（毎年試算）
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◆令和７年産大豆種子の下見指導会
令和７年産大豆種子について、12月上旬に大豆種子調製出荷会議を開催し、本年の種子大豆の品

質等に基づく調製程度ついて確認を行いました。また、県経営技術課より、大豆の作柄状況につい
て、播種以降、高温・多日照で経過し、開花期～子実肥大期ににかけての降雨は令和５年度よりも
多く経過した。９月以降の気温も高く経過し、平均気温は1.8～2.8℃高かった。11月下旬になって
も気温が下がらず、青立ち株、葉鞘が残っており、収穫が遅くなっている。収穫が遅れることで、
害虫粒・しわ粒・裂皮粒等が懸念される状況にある。生育は昨年並みの可能性もあり、収量・品質
とも懸念されるとの報告がありました。

各種子場JAにて下見指導会が12月に実施され、農産物検査員等の指導の下、各種苗生産者が調
製を行っている製品について、入念な確認が行われました。

大豆種子について、需要に見合う数量の確保が求められています。本年は、契約数量を確保する
ため、準種子の規格を活用してより多くの種子の確保に努めていきます。

なお、生産物確認及び農産物検査は12月中旬から実施されています。

下見指導会の様子（JAなす南）

下見指導会の様子（JA なすの・大田原）
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◆令和７年度第２回理事会を開催しました。
令和７年12月23日（火）に第２回理事会が栃木県ＪＡビル大研修室Ａで開催され、
　第１号議案　特定資産（残量処理引当金）の取り崩しについて
　第２号議案　令和７年度補正予算の承認について
　第３号議案　第３１回臨時総会の開催について
　第４号議案　令和７年度残量処理計画（案）について
について、協議の結果、原案のとおり可決承認されました。

報告事項として、下記の５件の報告が承認されました。
　　（１）今後の種子残量処理について
　　（２）稲種子生産者価格の見直しについて
　　（３）令和８年産用稲種子の生産数量（需給状況・計画）について
　　（４）令和８年産用麦種子の生産数量（需給状況・計画）について
　　（５）令和７年度事業の実施状況について

◆種子生産研修会（宿泊）を開催します！
近県で、稲の開花期に台風による強風で交雑事故が起きたこと等を踏まえ、最近の気象変動に対

して、種子産地はどのように対応していくのかについて、農研機構　芝池博幸研究員に御講演をい
ただき、その後、稲、麦、大豆の分科会に分かれ、それぞれの課題を掘り下げていただきます。こ
の研修会で各種子場での課題の共有や懇親が深められればと考えています。

種子生産者の皆様の積極的な参加をお待ちしています。
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・日　　時：令和８年２月12（木）～13日（金）
・場　　所：鬼怒川グランドホテル夢の季（鬼怒川温泉大原1021）
・研修内容
　（１）全体集会（講演：農地集積と異常気象で増える交雑リスク）
　（２）分 科 会（稲、麦、大豆）
・参加費（宿泊費）　13,000円
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JAしおのや 水稲種子生産部会

（株）和氣ふぁーむ
代表取締役社長　和

わ
氣
き
　達
たつ
哉
や

　氏

Next Seed Producer

現在の経営概況
○作付面積は約2.2倍に拡大

令和7年産の作付面積は約155haです。内訳は、米で
は種子生産「なすひかり」1.6ha、主食用米88.4ha、飼
料用米15ha、麦24ha、大豆13.6ha、そば4haとなって
います。法人設立当時（平成20年）と比べると、作付面積は約2.2倍に拡大しました。

○充実した農機具と人員体制
所有する農機具は、トラクター7台、8条植え田植機1台、コンバイン4台（120馬力・130馬力

各1台、汎用2台）、ドローン2台、乾燥機5台（80石5台）、精米機など。年間を通じて安定し
た事業運営ができる体制を整えています。

令和7年度の人員は、役員4名、正職員6名、パート2名、技能実習生1名の計13名。全員がど
の業務もこなせるような体制です。

現在の課題と取り組み
○人材確保への挑戦

経営の安定化に向け、今後2～3名の増員を検討しています。ただし、未経験者の受け入れに
は免許取得や技術習得など定着するまでに時間がかかるのが現状です。職員一人ひとりの適性
を見極めた配置を行い、長く働ける環境づくりに取り組んでいます。

また、農業特有の繁閑差を踏まえ、就業日と休日にメリハリを持たせたスケジュール管理を
行っています。

○設備投資
作付面積の増加に対応するため、低温倉庫の増設を検討しています。しかし、急激な物価高

の影響で実現は容易ではありません。
○酷暑下での種子生産

先日、「なすひかり」1.6haの雑穂抜きを全社員で実施しました。丸2日を要し、ここ数年は
酷暑の中での作業が続いており、労働負担は増しています。農薬散布についてはドローンを活
用し、作業負担の軽減に取り組んでいます。

安心して続けられる農業を目指して
○徹底したリスク管理

「アグリノート」（アプリ）を活用し、日々の業務内容を全員で共有。翌日の作業に反映さ
せる体制を整えています。

また、現場では作業箇所にマーキングを施し、目視で確認できる仕組みを導入。作業の抜け
漏れ防止に努めています。特に種子生産は繊細な管理が求められるため、さらに徹底していき
ます。

○経営の安定化を目指して
作付拡大の中で、いかに安定した経営を続けるかが大きな課題です。直近では正職員1名の

増員を予定しており、労働力を確保しながら経営基盤をさらに強化します。加えて、農地の集
約による効率化を進め、持続可能な経営を実現していきます。

採種農家の高齢化が進む中、次の世代の種子生産を担う
経営体の参考となりそうな事例を御紹介していきます


